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修士論文概要 
カウンセリング初学者に対するロールプレイ演習の効果の検討 
 
高野 氣和加 
 
1．はじめに 
	 近年、心の問題に対する関心は深まり、
世間からの「カウンセリング」への期待は
年々高まっている。日本においては戦後
1950 年代～1970 年代ごろから、教育機関
を中心に、「カウンセリング」が浸透し、教
育・保健・産業・福祉・医療・司法などの
多くの領域で活躍することとなった。 
2017 年 9 月 15 日には、日本初となる国家
資格「公認心理師」法が施行された。公認
心理師有資格者は、社会の変化に沿って生
じるさまざまな課題に対応するために、今
後更にその資質の向上を図ることが求め
られている。そんな資質向上を目指す「カ
ウンセラー」だが、その教育プログラムに
おいて、定められている共通または統一し
た基準が明確に定められていないのが現
状である。 
カウンセリングの発祥の地アメリカでの
カウンセラー養成の方法を調べてみると、
カウンセリングと関連教育プログラム認
定協議会（CACREP）などの厳格な認定機
関が定める基準に沿ってカウンセラート
レーニングが行われている。それに対し日
本では、個々の民間団体がそれぞれ違った
カウンセラートレーニングを行っている
のが現状である。即ち、日本ではアメリカ
のように定められた基準がなく、個別のト
レーニングが行われ、そのほとんどにおい
て科学的エビデンスがない。「心理士」が専
門職としてさらに発展していくためには、
養成課程の段階での統一、また、実施され
るトレーニングにおいての科学的エビデ
ンスを担保していく必要性がある。 
 
2．問題・目的 
これらの問題を踏まえ、本研究ではカウン
セラー養成プログラムの検討を行ってい
くことを目的とする。そのため、本研究で
は体験的学習に焦点を当て、その中で最も
効果的かつ、自らが直接的に体験できる、
「ロールプレイ(RP)」に焦点を当て研究を
行った。実施するロールプレイトレーニン
グは、初学者における「カウンセラーとし
ての態度」の養成を目的とした。カウンセ
リング初学者に対する体験的学習では、マ
イクロスキルなどカウンセリングスキル
の獲得を目的とするものが少なくない。一
方で初学者が必要とすることは、専門家と
して「話し手」の話を聞くことができるよ
うになることである。簡単に言えば「話し
手」が話を聞いてもらえていると感じてお
り、さらにその「聴き手」に話を聞いても
らいたいという関係を構築できるように
なることである。これは一般的には「治療
関係」や「カウンセリング関係」、「ラポー
ル」といった言葉で従来から研究され訓練
されてきたことである。どの心理療法にお
いてもこのカウンセリングにおける信頼
関係を構築することがカウンセリングの
効果において最も重要な要因の一つであ
ることが説明されている。 
本研究ではこの「カウンセリングにおける
信頼関係」に向けて RP によるカウンセラ
ーとしての態度の獲得をトレーニングす
ることを目的とした。 
 
3．方法 
対象は、カウンセリング初学者 28 名(男性
10 名、女性 18 名：平均年齢 39.92 歳)。S
大学(指定大学院臨床心理学専攻、第 1 種
指定大学)に在籍している心理学を専攻す
る学部生、大学院生、又カウンセリングを
学び始めて1～2年の社会人を対象とした。
トレーニングのトレーナーはカウンセラ
ー教育歴 20 年の男性教員が行った。対象
者を「介入群 14 名」と「対照群 14 名」の
2 グループに分けトレーニングを行った。 
調査方法は質問紙を利用した量的調査(対
応のある t 検定)、また、感想カードを利用
した質的調査(KH-Coder:共起ネットワー
ク)を行った。 
作新学院大学臨床心理センター研究紀要	 11 号 
 72 
量的調査での質問紙は、①「フェイスシー
ト」、②「セルフ・モニタリング尺度」、③
「多次元共感性尺度＜視点取得＞」、④「自
己意識と自己内省尺度＜自己内省＞」、⑤
「他者意識尺度」、⑥「自己肯定意識尺度」、⑦「カウンセリング自己効力感尺度」を使
用した。②から⑥では、「全くあてはまら
ない」(1 点)から「とてもあてはまる」(7 点)
の 7 件法で回答を求めた。又、⑦では「全
く自信がない」(1 点)から「とても自信があ
る」(7 点)の 7 件法で求めた。 
質的調査では、共起ネットワークを使用し
て分析を行った。分析する実施回を限定し、
プロセスを見ることを目的とし任意で取
り上げた。具体的には、はじめ(第 1 回)、
中間(第 4 回)、終わり(第 8 回)の感想文を
利用し、分析を行い出現パターンの似通っ
た語を、共起の強さで表した。 
 
4．結果 
	 量的調査では「介入群」と「対象群」間
のいずれの尺度においても有意差は見ら
れず、そのほかの比較においても、部分的
には有意差が見られたものの、全体的には
見られない結果となった。質的調査の共起
ネットワークでは、共起の強さや、中心と
なる語、出現率の多い語などから各回経て
変容を見ることが出来た。 
 
5．考察 
	 量的調査においては「介入群」と「対象
群」間において、有意な差を見ることが出
来なかった。この結果の理由として、①個
人差がある、②項目理解度合、③自己評価
の限界、④質問紙の難しさ、⑤質問紙の選
択、⑥質問紙を取るタイミングの 6 つの要
因が関係していると考えられた。素データ
を個別に取り上げ個人分析をしていくと、
全項目において効果が見られたのは3名お
り、その属性は、社会人かつ RP 経験があ
るものであった。RP がどのようなものな
のかを把握しており、質問紙の項目、実際
にやってみた時の難しさなどを知ってい
たということが効果を生み出したのでは
ないかと解釈できる。効果が見られなかっ
たのは、RP 初心者で、積極的に質問をし
たり、自主的にカウンセラー役をおこなっ
たりと意欲的に取り組んでいるものの、ト
レーニングが進むにつれ「思ったようにで
きない自分」に気づいていき、できない自
分と向き合わされることとなる。結果とし
て自己評価が厳しくなりトレーニングの
効果が出なかったと解釈できる。上記の効
果があったものの属性を考えると、これら
のトレーニングを継続的に半年または1年
間以上継続していくことが、トレーニング
の効果として結果が明らかになるのでは
ないかと考えられた。 
	 また、質的分析において、1 期と 2 期の
対象者間の個人差はあったが、カウンセラ
ートレーニングを受けることで、対象者の、
「感情」や「気持ち」などにおいての内面
的な面において、主観的ではあるが変化が
見られた。 
 
6．まとめ 
	 本研究では質的調査では変容過程を見
ることが出来たが、量的調査において客観
的な効果研究としてエビデンスとなるも
のを見出すことが出来なかった。今後カウ
ンセラー養成プログラムの検討を続けて
いくにあたって、対象者の変容を見ていく
時には質的分析をメインに行い内面的な
面(考えや、気持ちなど)においての変化を
みていく必要がある。また量的調査におい
ては、今回のように 8 回という短期間では
なく、15 回から 30 回、すなわち半年から
1 年程度継続的にトレーニングを行うこと
によって、量的な変化を見ることが望まし
いと考えられる。 
今後も量的研究および質的研究の双方か
らのカウンセラートレーニングのエビデ
ンスの確保をするためにも、さらなる検討
が求められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
